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一

資
本
、
玉
義
の
農
業
え
の
法
透
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
農
業
と
工
業
の
社
会
的
分
業
が
確
立
さ
れ
、
農
業
の
内
部
で
は
そ
の
専
門
化
が
進
展
し
て
、
主
産
地
の

形
成
と
農
業
の
地
帯
の
分
化
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
地
帯
に
お
け
る
商
業
的
農
業
の
成
長
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
よ
う
に
急
、
激
に
進
展
し

た
資
本
、
王
義
の
も
と
に
展
開
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
て
い
る
農
業
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
農
業
の
資
本
主
義
え
の
適
応
の
姿
は
明
瞭
で
は
な
い
。
資
本
主
義
は
む
し

ろ
、
そ
れ
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
も
あ
ろ
う
が
、
依
然
と
し
て
前
時
代
的
な
零
細
経
営
の
も
と
で
、
米
を
中
心
と
し
て
多
種
多
機
の
作
物
が
生
産
さ
れ
、
た
い
ふ
そ

れ
ら
が
高
度
に
商
品
化
さ
れ
、
複
雑
化
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
見
え
る
o

し
か
し
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
徐
々
に
で
は
あ
る
が
主
産
地
が
形
成
さ
れ
、
特

，，
 

殊
な
農
産
物
に
お
い
て
は
高
度
の
商
品
化
や
商
業
的
農
業
へ
の
進
展
を
み
せ
て
い
る
が
、
水
田
や
畑
作
に
あ
っ
て
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
自
給
的
な
性
絡
の
せ

い
も
あ
っ
て
各
地
に
共
通
し
た
農
産
物
が
多
数
栽
培
さ
れ
て
い
て
、
主
産
物
の
主
産
地
と
し
て
の
地
域
性
は
と
か
く
見
失
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
L
わ

ら
ず
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
農
家
の
上
層
は
商
品
生
産
の
た
め
に
農
産
物
を
栽
培
し
、
戦
時
中
か
ら
の
供
出
に
よ
る
商
品
化
や
、
戦
後
の
諸
統
制
は
、
零
細
な

経
営
に
対
し
て
も
商
品
化
を
強
制
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
商
品
生
産
の
地
域
性
が
さ
ら
に
一
段
と
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

も
と
よ
り
商
品
生
産
の
地
援
の
形
成
は
た
工
特
定
の
農
産
物
の
生
産
の
量
が
多
い
と
い
う
こ
と
や
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
農
産
物
の
商
品
化
が
高
い
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
い
。
特
定
の
農
産
物
の
単
位
労
働
当
及
び
単
位
面
積
当
の
生
産
力
が
高
い
こ
と
、
従
っ
て
、
こ
れ
を
生
産
す
る
農
家
の
経
営
規
模
や
専
兼
業
の
如



何
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
農
産
物
の
生
産
に
よ
る
農
業
所
得
や
純
収
益
の
如
何
に
よ
っ
て
宙
開
ず
け
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
L

で
い
う
意
味
の
商
品
化
の
地
敏
性

l

主
産
地
の
形
成
に
は
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
窮
迫
販
売
式
の
も
の
だ
け
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
商
品
化
の
地
域
性
は
多
分

に
そ
の
主
産
地
の
農
家
の
階
層
に
よ
る
商
品
化
と
、
各
階
層
の
占
め
る
比
重
如
何
と
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、

農
家
の
階
層
別
に
よ
る
地
域
的
な
主
要
農
産
物
の
生
産
と
商
品
化
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
農
業
の
歴
史
的
な
社
会
経
碕
的
条
件
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
ば
か
り

で
な
く
、
農
産
物
の
径
類
は
む
し
ろ
そ
の
地
域
の
自
然
条
件
に
よ
っ
て
強
く
規
制
さ
れ
て
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
自
然
条
件
や
社
会
条
件

の
か
ら
み
あ
い
か
ら
で
て
く
る
商
品
化
の
地
域
性
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

最
近
農
産
物
の
商
品
化
に
つ
い
て
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
農
家
の
階
層
に
つ
い
て
の
経
済
調
査
も
で
き
あ
が
っ
て
い
る
o
も
と
よ
り
こ
れ
ら
の
調
査
は

行
政
区
域
の
わ
く
に
し
ば
ら
れ
て
、
必
ず
し
も
、
わ
れ
わ
れ
の
希
望
し
て
い
る
も
の
と
は
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
不
便
に
も
か
与
わ
ら
ず
一
応
地
域

的
な
性
絡
が
よ
み
と
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
さ
し
あ
た
り
北
海
道
を
対
象
に
し
て
、
商
品
生
産
の
地
援
性
を
究
明
し
よ
う
と
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
す
で
に

北
海
道
の
地
域
的
な
商
品
生
産
に
つ
い
て
は
故
荒
叉
博
士
や
湯
沢
誠
氏
の
労
作
が
あ
り
、
こ
L
で
は
、
議
後
の
務
統
制
の
際
止
の
激
動
の
過
程
に
お
い
て
、
こ
れ

を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
グ

北
海
道
に
お
け
る
主
要
な
農
産
物
は
、
す
で
に
明
治
一
ニ

0
年
代
に
ほ
区
成
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
開
拓
の
進
展
に
伴
い
、
ま
た
明
治
、
大
正
、
昭
和
の

各
時
代
の
経
演
変
動
に
応
じ
な
が
ら
、
各
種
作
物
は
各
支
庁
に
普
及
し
、
大
体
今
日
の
作
物
の
分
布
状
態
は
大
戦
の
前
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
い

ま
昭
和
二
四
年
度
の
道
庁
農
政
課
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
第
1
表
の
如
く
、
各
地
被
に
わ
た
り
、
各
種
作
物
〔
米
、
ハ
ッ
カ
、
除
虫
帯
却
を
除
く
)
が
栽
培
さ
れ
て
い

て
、
一
面
作
物
栽
培
の
経
庁
倒
的
な
、
ま
た
技
術
的
な
理
由
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
他
民
小
生
産
者
と
し
て
の
農
民
の
自
給
却
の
作
物
と
し
て
の
必
要
さ
に
よ
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
多
種
類
の
作
物
の
栽
培
は
、
支
庁
別
に
み
る
と
、
各
作
物
別
の
作
付
面
積
の
比
重
が
相
違
し
て
い
る

ば
か
り
で
な
く
、
支
庁
管
内
に
お
け
る
作
物
間
の
比
重
も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
第
l
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
会
道
的
に
作
付
面
積
の
比
率
の
高
い
支
庁
は
、
米
で
は
空
知
の
一
一
(
五
・
九
%
、
よ
川
の
ゴ
一

0
・
五
%
が
圧
倒

一七一品
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1. 5o 

一
七
回

的
で
あ
り
、
大
豆
は
十
勝
の
四
八
%
、
網
走
の
一
七
%
、
そ
の

他
の
豆
類
は
十
勝
の
四
五
・
一
%
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
馬
鈴
薯

は
網
走
の
一
二
・
六
%
、
十
勝
一
八
・
コ
一
%
、
上
川
の
一
七
・

四
%
が
他
を
ぬ
い
て
い
る
。
表
類
で
は
網
走
一
ご
七
・
七
%
で
、

十
勝
の
二
六
・
入
%
が
こ
れ
に
つ
づ
く
。
え
ん
麦
は
十
勝
の
二

O
%
が
最
大
で
上
川
、
網
走
は
こ
れ
に
、
近
い
。
こ
与
で
は
、
米

は
空
知
、
上
川
が
中
心
で
あ
り
、
十
勝
は
大
豆
、
そ
の
他
の
豆
一
類
、

網
走
は
麦
数
と
馬
鈴
惑
が
高
い
比
重
を
占
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
出
来
よ
う
o
こ
れ
ら
の
支
庁
は
作
付
面
積
の
総
計
が
大

き
い
ば
か
り
で
な
く
、
北
海
道
の
農
業
の
新
旧
中
核
地
帯
を
代

表
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
日
開
停
滞
地
帯
や
辺
境
地
帯
に

あ
る
他
の
支
庁
と
は
、
経
済
的
意
義
も
具
っ
て
い
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

い
ま
、
各
支
庁
別
に
主
要
作
物
聞
の
作
付
面
積
の
比
率
を
み

る
と
、
第
2
表
の
如
く
事
情
は
多
少
安
化
し
て
い
る
。
空
知
、

上
川
、
桧
山
に
お
い
て
、
米
は
四
O
%
以
上
を
占
め
、
石
狩
、

渡
島
、
留
閉
山
等
に
お
レ
て
も
、
こ
れ
に
つ
い
で
特
に
大
き
い
比

重
を
示
し
て
い
る
。
根
室
、
釧
路
、
宗
谷
は
皆
無
か
、
そ
れ
に

近
い
。
こ
れ
に
反
し
、
豆
類
は
各
支
庁
に
普
及
し
て
い
る
な
か

で
十
勝
が
圧
倒
的
比
率
を
示
し
、
日
高
、
胆
娠
、
渡
島
、
網
走
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第2表
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支庁別

石
空
上
留
小
後
桧
渡
胆
小
田
十
釧
小
根
網
宗
小

が
は
る
か
に
は
な
れ
て
、
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。
馬
鈴
薯
は
宗

谷
、
根
室
、
釧
路
が
高
く
、
渡
島
、
桧
山
、
網
走
が
つ
づ
J

い
て
い

る
。
え
ん
麦
は
根
室
、
石
狩
、
宗
谷
が
高
く
、
他
支
庁
も
平
均
し

て
、
比
較
的
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
。
米
、
馬
鈴
薯
、
一
旦
類
の

作
物
と
し
て
の
性
質
の
相
違
か
ら
、
支
庁
別
の
生
産
の
比
重
の
具

る
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
米
の
根
室
を
の
ぞ
い
て
、
各
支
庁
へ

技
術
的
な
困
難
を
の
り
こ
え
た
普
及
補
償
透
の
根
強
さ
に
驚
ろ
か
ざ

る
を
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
ら
主
産
物
の
、
壬
要
地
域
の
形
成
は
戦
前
に
お
い
て
確
立
を

見
た
事
情
を
、
戦
後
大
き
く
斐
化
せ
し
め
て
は
い
な
い
o

た
ど

戦
時
中
を
通
し
て
、
食
糧
生
産
重
点
の
施
策
が
強
行
さ
れ
た
に
も

か
斗
わ
ら
ず
、
戦
争
の
被
害
は
各
種
作
物
の
作
付
面
積
の
滅
少
と

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
こ
の
過
程
を
通
じ
戦
後
に
お
け
る
、
王
要
作
物

の
分
布
は
、
米
に
つ
い
て
は
空
知
、
石
狩
、
上
川
、
渡
島
に
お
け

る
作
付
面
積
の
比
重
の
増
大
と
な
り
、
空
知
、
上
川
の
比
重
は
一

層
強
め
ら
れ
た
。
小
麦
は
十
勝
に
お
い
て
比
重
を
増
し
な
が
ら

も
、
網
走
の
、
玉
産
地
と
し
て
の
地
位
は
群
を
ぬ
き
、
馬
鈴
薯
は
網

走
、
十
勝
が
戦
前
の
上
川
の
王
座
を
し
の
ぎ
、
網
走
の
地
位
が
特

に
強
く
打
ち
だ
さ
れ
て
い
る
。
大
豆
は
一
般
的
減
少
の
な
か
に
あ

っ
て
十
勝
の
王
座
は
ゆ
る
が
ず
、
亜
麻
、
ピ
1
ト
は
網
走
、
十
勝

一
七
五



に
集
中
さ
れ
、
馬
鈴
馨
を
の
ぞ
き
戦
前
の
主
産
地
の
一
層
の
進
展
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
七
六

い
ま
、
主
要
作
物
に
つ
い
て
、
各
支
庁
別
一
戸
平
均
収
穫
面
積
を
見
る
と
、
昭
和
二
五
年
の
セ
シ
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
水
稲
の
収
穫
面
積
、
二
戸
平
均
全
道
で

一
・
二
四
町
で
あ
る
が
、
最
大
は
空
知
の
一
・
六
町
歩
、
つ
い
で
上
川
が
一

J

四
町
歩
で
あ
り
、
水
稲
の
比
重
の
高
い
渡
島
、
桧
山
の
回
開
停
滞
地
帯
で
は
、
約

一
町
お
よ
び

0
・
九
町
で
あ
る
。
大
豆
は
全
道
平
均
収
穫
国
積
、
約
四
反
で
あ
る
が
、
面
積
の
大
き
い
十
勝
、
‘
網
走
の
新
開
中
核
地
帯
で
は
、
二
戸
平
均
約
一
・
六

町
お
よ
び

0
・
四
町
で
あ
り
、
作
付
面
積
の
比
率
の
比
較
的
高
い
渡
島
、
桧
山
、
日
高
の
日
開
停
滞
地
帯
で
は
、
約

0
・一、

0
・二、

0
・
四
町
で
あ
っ
て
、
収
獲

面
積
は
十
勝
が
圧
倒
的
に
大
き
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
馬
鈴
薯
の
作
付
面
積
は
網
走
が
大
き
い
が
、
ご
戸
平
均
収
穫
面
積
は
約

0
・
六
町
で
、
十
勝
も
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:
白
一
町

Fフ

0

0

0

0

7

0

0

0

0

0

0

0

0

つ
O

F
フ

8

Q

ι
え
っ
1

2

9

1

L

3

1

9

1

5

8

3

5

1

4

8

7

8

5

0

』

一

1

0

9

6

4

6

8

5

1

9

3

6

4

9

1

2

0

9

6

5

一
B

l

F

コ
3

2

・
9

7

2

4

6

5

3

6

7

8

一
4

2

1

L

1

8

4

7

8

2

6

4

1

4

1

ー

ヮ
“
一
・
l

2

・
一
町
つ
ι
n
u
n
u
円

u
n
u
n
u
n
u
n
υ
n
u
n
u
n
u
日

v
n
u
n
u
n
υ
Rノ

4
z
n
u
q
J

芝
一

1

2

1

1

2

7

4

8

0

9

9

8

1

4

7

3

8

0

E

一
9

8

8

6

8

0

2

6

3

9

2

1

8

0

0

3

8

8

8

年

一

G

G

弘

弘

&

し

あ

&

4

し

弘

4

4

ω

&

工

あ

あ

あ

勺

t

一
4
A
n
4
'
i
t
1
7
4
0
0
ヴ

t
つ
4
Z
1
J
A守

1

I

1

l

'

l

勺
4

一
-Ba

:

ー

-

q

8

0

0

0

0

8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8

2

0

9

阻
止
一

i

4

2

1

‘
0

3

3

6

0

7

1

1

7

0

ノ

5

4

民
ノ

8

6

3

担
一

1

9

2

0

8

9

・7

1

6

2

3

5

9

4

‘

8

0

6

3

7

J

一
6

9

1

6

4

1

4

0

2

0

8

2

3

3

8

3

2

3

3

〆
C

一

4
‘
っ
-
q
L
・
l
円

J
Q
U
Q
J
q
L
4・
『

J

f

A

s

i

1

A

44
↑

'
i
 

l
-
-
-一町
α

ひ
|
I
U
1
1
0
1
1
0
0
l
q
l
l
o
o
-
-
q
l
O
l刊
刊
l
q
G
1
引
l
F
!
わ
れ
q

F

E

一t
4

0

7

4

0

9

9

7

‘

0

6

9

5

0

J

5

3

3

2

6

う

E
b

一
o
o
n
u
pフ
ハ

U

Kノ

7a
ハ
U

7
‘
っ
-
q
J
F
hノ

7
t
1・

4
A
n
Y
4
a
n
u
-
-
民
ノ

年

一

4

α

1

n

町
内
ム

4

G

n
町

広

4

ウハ

Q4

ふ
乙

G

L

n
，山

A
H
L

R
J
~
4
ι
q
J
勺

4
1
A
0
0
7
t
。
。
q
J
h
q
J
T
i
p
-
-
L
'
l

q，4
F
3
i
 

一町っ，，
M
n
U
ハ
U
A
υ

ハ
U
ハ
U
ハ
u
n
u
r
b
A・
o
o
qノ
ハ
U
Pフ
。
o
n
u
t』

f
i
t
i

pζ

一i
n
u
Q
J
n
U
戸
ヲ
つ

ι
n
U
7
t
Q
U
l‘
ス
ノ

fι

〆

0
1
A
Q
J
勾

i

弓
d

ヲ

I
1
l
a
R
U

RP

一
9

3

3

2

0

4

・
3

2

9

5

R

ノ

6

7

2

3

5

7

w

ヲ

9

F

一
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，

主

一

3

8

3

8

0

4

4

4

1

4

1

2

2

7

1

9

3

1

i

2

4

一
4

2

2

1

8

9

6

2

2

1

・

i

l

-

-

η
4

一
1i

ロ
刀
¥
¥
一

次

1
一

年~世

第s表

稲

小麦|

大麦|

裸麦|

燕麦;

らい麦!

馬鈴薯!

大豆;

玉局黍|

菜豆|

腕豆l

小豆|

そばl

菜種『

亜麻1

除虫菊|

薄荷J

甜菜l

林檎!

ほ
い
ふ
問
機
で
あ
り
、
馬
鈴
薯
作
付
面
積
の
比
率
の

北海道ポケット農林水産統計所

高
い
限
界
地
帯
の
根
室
、
宗
谷
、
釧
路
は

0
・コ一

一二、

0
・
四
七

v
0
・
三
三
町
で
あ
る
。

二
五
年
以
降
に
お
け
る
各
種
作
物
の
作
付
面
積

の
斐
化
は
3
表
の
如
く
、
水
稲
は
や
L
漸
増
の
傾

向
を
一
爪
し
、
愛
類
は
一
般
に
減
少
し
、
馬
鈴
薯
の
増

反
の
傾
向
は
二
六
年
を
境
と
し
て
漸
減
の
方
向
を

辿
り
つ
ふ
も
、
依
然
と
し
て
二
五
年
よ
り
は
反
別

は
大
き
い
。
大
豆
は
二
六
年
を
最
高
と
し
な
が
ら

も
二
八
年
に
は
増
反
に
転
じ
て
い
る
。
二
五
年
以

降
顕
著
に
増
大
を
示
し
た
も
の
は
一
商
品
作
物
で

あ
る
。
小
豆
、
な
ら
び
に
菜
豆
は
、
二
五
年
に
対

統計調査事務所

し
、
二
八
年
は
二
倍
以
上
の
増
反
ぶ
り
・
で
あ
り
、

工
芸
作
物
は
一
般
に
二
七
年
を
境
と
し
て
減
少
し
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高
勝
路

計
室
走
谷

小

日
十
釧

.4
根
網
宗

音f小

計総

農林省、統計調査事務所「ポケット農林水産統計J1954竿より作成

て
い
る
な
か
で
、
ピ
1
ト
は
二
七
年
よ
り
増
大
に
む
か
い
、
ナ

タ
ネ
は
年
キ
反
別
が
の
び
て
、
そ
の
増
加
ぶ
り
は
著
し
い
。

主
要
作
物
の
こ
の
愛
化
は
地
域
的
に
臭
っ
た
結
果
を
示
し
て

い
る
。
調
査
機
関
の
異
な
る
た
め
、
正
確
を
期
し
得
な
い
が
、

第
4
表
を
み
る
と
、
水
稲
の
比
重
は
、
む
し
ろ
中
心
地
帯
の
空

知
、
上
川
英
他
の
水
田
地
域
で
は
幾
分
低
下
し
、
網
走
、
後
志

に
お
い
て
多
少
高
ま
り
、
限
界
地
帯
は
増
加
の
傾
向
を
見
せ
て

い
る
。
上
川
、
空
知
の
米
所
で
は
、
し
か
し
、
全
体
の
六
四
・

七
%
を
占
め
(
二
四
年
度
六
五
・
九
%
)
依
然
と
し
で
そ
の
地

位
は
ゆ
る
が
な
い
。
馬
鈴
薯
は
網
走
、
後
志
、
宗
谷
で
増
加
し
、

支
庁
内
で
の
比
重
に
お
い
て
は
高
ま
っ
て
い
る
の
は
宗
谷
だ
け

で
、
網
走
、
後
志
、
上
川
で
は
む
し
ろ
停
滞
ぎ
み
で
あ
り
、
十

勝
や
渡
島
、
桧
山
の
比
重
の
低
下
は
特
に
大
き
い
。
大
一
旦
は
十

勝
の
全
道
の
約
四
割
を
占
め
る
地
位
は
愛
ら
な
い
が
、
支
庁
内

で
の
比
率
は
低
下
し
、
網
走
も
支
庁
内
の
比
重
は
低
下
し
つ
与

も
、
依
然
全
道
的
に
は
比
重
高
く
、
他
の
支
庁
は
お
し
な
べ
て

管
内
に
お
け
る
比
重
を
増
加
し
て
い
る
。
葉
豆
、
説
豆
、
小
豆

の
十
勝
の
地
位
は
、
全
道
作
付
面
積
の
約
半
ば
を
占
め
、
そ
の

増
反
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
ア
マ
は
、
の
び
悩
み
の
中
で
十

勝
の
比
震
は
低
下
し
た
が
、
依
然
と
し
て
十
勝
、
網
走
、
上
川

一
七
七



一
七
八

に
集
中
し
、
ピ
い
ト
は
そ
の
主
座
を
十
勝
か
ら
網
走
に
う
つ
し
な
が
ら
も
網
走
、
十
勝
、
上
川
で
他
を
圧
し
、
ハ
ッ
カ
の
激
増
は
網
走
に
、
除
虫
溺
は
よ
川
に
集

中
し
て
い
る
。
統
計
調
査
の
違
い
が
、
正
確
な
比
較
を
む
ず
か
し
く
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
大
体
そ
の
傾
向
は
以
上
の
よ
う
に
判
断
す
る
こ
と
を
さ
ま
た
げ
な
い

で
あ
ろ
う
。

昭
和
二
五
年
は
ド
ツ
ジ
ラ
イ
U
J

設
定
の
年
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
工
く
統
制
の
撤
廃
や
緩
和
の
笑
施
等
、
農
業
の
困
難
な
諮
状
勢
の
も
と
で
、
北
海
道
農
業
の
、

こ
れ
に
対
応
し
た
裟
の
一
面
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
L

で
は
一
般
的
に
食
糧
生
産
物
中
自
給
的
性
絡
の
つ
よ
い
麦
類
は
、
各
地
域
と
も
減
少
し
、
米

は
可
能
な
範
囲
で
各
地
域
に
ひ
ろ
が
り
、
商
品
性
の
高
い
作
物
の
一
定
地
域
へ
の
集
中
の
強
化
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

荒
叉
操
「
北
海
道
農
業
の
研
究
」
M
M

・
主
第
3
表

湯
沢
誠
「
北
海
道
農
業
論
序
説
」
旬
・

u
u
第
巧
表
参
照

荒
叉
、
前
掲
書
司
・
さ
以
下
湯
沢
、
前
掲
誓
唱

-
E
参
照

湯
沢
氏
に
よ
れ
ば
、
農
業
中
核
地
グ
凡

1
プ
は
(
日
開
)
、
空
知
、
後
志
、
胆
張
、
石
持
(
新
闘
)
上
川
、
十
勝
、
網
走
、
停
滞
地
グ
ル
ー
プ
は

桧
山
、
渡
島
、
日
高
、
期
間
前
、
限
界
地
グ
ル
ー
プ
は
根
室
、
宗
谷
、
釧
路
の
各
支
庁
で
あ
り
、
農
家
構
成
の
空
遷
な
ら
び
に
土
地
所
有
関
係
と
の
結

び
つ
き
か
ら
、
地
域
的
差
異
を
導
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
時
に
荒
叉
氏
の
農
産
総
額
の
分
布
割
合
で
あ
り
、
主
業
、
副
業
型
の
分
布
を
一
却

す
も
の
で
あ
っ
て
、
総
じ
て
こ
れ
ら
地
域
の
農
業
生
産
の
状
態
を
一
応
す
一
つ
の
一
不
擦
で
あ
る
o

註
し

註
Z

戦
後
の
経
路
受
動
に
対
応
す
る
農
産
物
の
生
産
は
、
主
産
地
へ
の
主
要
作
物
の
集
中
と
、
商
品
作
物
の
生
産
の
増
大
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
見
た
が
、
こ
れ
を

主
要
地
域
の
農
家
に
た
ち
い
っ
て
、
そ
の
内
容
を
見
ょ
う
と
す
れ
ば
、
い
ま
手
も
と
に
あ
る
も
の
と
し
て
は
農
林
省
の
統
計
調
査
事
務
所
の
農
家
経
，
街
調
査
以
外
。

に
は
て
が
か
り
が
な
い
。
こ
の
調
査
は
地
域
的
に
は
支
庁
区
域
よ
り
一
層
拡
大
さ
れ
て
中
核
地
穏
や
停
滞
地
帯
、
限
界
地
痛
が
か
ら
み
あ
っ
て
、

絡
を
あ
い
ま
い
に
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
調
査
戸
数
が
小
数
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
で
も
っ
て
そ
の
地
域
を
ほ
に
代
表
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
れ
に
も
か
L
わ
ら
子
、
こ
の
調
査
で
は
生
産
物
聞
の
生
産
比
重
や
商
品
化
の
割
合
が
飼
か
に
さ
れ
て
い
る
し
、
叉
長
家
の
階
層
に
よ
る
生
産
や
販
売
事
情

も
、
あ
る
程
度
究
明
す
る
に
は
使
利
で
あ
る
o

た
工
年
次
的
に
は
二
五
、
二
六
年
と
二
七
、
二
八
年
と
で
は
反
収
や
価
格
関
係
も
集
り
、
階
層
の
区
分
も
ち
が
つ

一
層
地
域
の
性



て
い
て
、
事
手
J

ま
す
比
確
か
]
困
難
に
し
て
い
る
。

ま
ず
農
産
物
の
商
品
化
の
事
情
を
知
る
た
め
に
、
昭
和
二
五
年
度
農
林
省
の
統
計
調
資
事
務
所
の
農
家
経
済
調
査
に
、
こ
れ
を
求
め
て
み
る
と
第
5
表
及
び
第

6
表
の
如
く
で
あ
る
。
こ
与
で
商
品
化
率
と
い
っ
て
い
る
の
は
生
産
物
の
組
収
益
に
対
す
る
現
金
部
分
の
割
合
で
あ
っ
て
、
正
糠
に
は
「
農
産
物
の
商
品
化
に
関

す
る
調
査
報
告
」
に
よ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
主
要
生
産
物
の
総
体
の
商
品
化
を
求
め
る
た
め
便
宜
的
に
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
昭
和
二
五
年
度
に
は
函
館
地
区
平
均
で
は
、
粗
収
益
の
比
重
の
最
高
の
も
の
は
稲
作
で
、
全
生
産
額
の
間
五
O
%
に
達
し
、
次
い
で
読
葉
の
約
一
四
%
、
馬

鈴
薯
の
約
一
一
二
%
、
一
豆
類
約
八
%
を
の
ぞ
け
ば
、
そ
の
他
は
い
づ
れ
も
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
商
品
化
率
は
稲
作
の
約
五
二
%
、
競
帯
世
間
入
O
%
、

馬
鈴
薯
七
五
%
、
一
豆
類
六
二
%
で
あ
っ
て
J

議
棄
の
商
品
化
率
が
長
大
で
あ
り
、
馬
鈴
宙
君
、
豆
類
も
こ
れ
に
近
い
。
稲
作
の
自
給
的
性
格
の
つ
よ
い
の
に
対
し
、

そ
の
他
の
生
産
物
は
商
品
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
「
組
収
益
」
の
比
重
の
少
い
其
他
の
生
産
物
の
う
ち
、
麦
類
の
商
品
比
率
は
約
=
一
六
%
で
、

自
給
的
性
絡
が
つ
よ
く
、
養
畜
の
五
七
%
、
工
芸
作
物
の
一
O
O
%
の
商
品
化
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
物
の
地
区
に
お
け
る
生
産
上
の
性
絡
を
示
し
て
い
る
。

函
館
地
区
で
は
米
の
生
産
に
重
点
を
お
き
な
が
ら
も
、
そ
の
約
半
分
と
、
麦
類
を
自
給
用
に
供
し
、
米
の
生
産
額
の
約
半
分
と
読
菜
、
馬
鈴
薯
、
豆
類
の
大
部
分

を
叡
売
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
地
区
は
渡
島
、
桧
山
、
後
志
、
胆
振
の
各
支
庁
を
包
含
し
、
日
開
中
核
地
と
停
滞
地
帯
を
含
み
、
そ

の
地
践
の
性
絡
を
ゆ
が
め
て
い
る
わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
対
象
の
町
村
か
ら
い
っ
て
、
，
さ
き
に
全
道
の
各
支
庁
ご
と
に
観
察
し
た
支
庁
管
内
の
作
物
作
付
面
積
の
比

率
よ
り
は
、
稲
作
の
比
重
が
高
く
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
大
体
重
点
は
か
わ
ら
な
い
よ
う
だ
。

農
業
中
核
地
情
で
あ
る
空
知
、
上
川
、
石
狩
と
、
停
滞
地
で
あ
る
期
間
部
を
包
含
す
る
札
幌
地
区
を
見
る
と
、
こ
の
地
区
の
平
均
で
は
稲
作
の
「
粗
収
益
」
上
の

比
率
が
高
く
約
五
一
%
を
占
め
、
養
畜
の
約
一
四
%
、
馬
鈴
薯
の
約
一
二
%
を
の
ぞ
け
ば
他
の
生
産
物
の
比
重
は
低
い
。
こ
れ
ら
主
な
生
産
物
の
商
品
化
率
は
、

馬
鈴
薯
の
八
五
%
、
養
畜
の
七
五
%
、
稲
作
の
七
O
%
で
、
主
要
生
産
物
の
商
品
化
は
高
く
、
某
他
の
生
産
物
の
商
品
化
は
工
芸
作
物
の
九
五
%
、
雑
穀
の
八
九

%
等
、
お
し
な
べ
て
各
種
生
産
物
の
商
品
化
の
程
度
が
、
函
館
地
区
に
く
ら
べ
て
高
く
な
ウ
て
い
る
。
こ
れ
を
、
さ
き
の
各
支
庁
の
状
態
と
比
較
す
れ
ば
、
大
体

そ
の
性
絡
を
伝
へ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

帯
広
地
区
は
、
，
中
核
地
帯
の
十
勝
と
限
界
地
帯
の
釧
路
、
停
滞
地
帯
の
目
高
を
含
み
、
こ
の
地
区
の
性
格
は
、
ま
す
ま
す
不
明
瞭
な
も
の
に
し
て
い
る
。
し
か

し
、
調
査
町
村
は
十
勝
の
管
内
の
も
の
が
多
い
の
で
、
こ
の
結
果
は
幾
分
十
勝
の
性
絡
が
つ
よ
く
穆
み
出
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
地
区
で
は
「
組
収

一
七
九
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益
の
中
心
は
豆
類
で
あ
り
、
約
四
二
%
を
占
め
、
つ
い
で
養
斎
の
一
四
%
、
馬
鈴
薯
一
二
%
の
阪
で
あ
る
。
こ
L
で
水
稲
一
O
%
の
地
位
を
保
乃
て
い
る
の
は
問

題
が
あ
る
が
一
応
こ
与
で
は
ふ
れ
な
い
。
麦
類
、
雑
穀
の
比
重
も
そ
う
低
い
も
の
で
は
な
い
。
豆
類
を
重
点
に
各
種
畑
作
物
が
そ
れ
相
応
の
地
位
が
与
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
L

で
商
品
化
率
の
高
い
生
産
物
は
、
工
芸
作
物
の
一
O
O
%
を
の
ぞ
け
ば
、
馬
鈴
甫
君
、
豆
類
が
入
O
%
以
上
で
、
養
畜
は
六
七
%
を
占
め
、
稲
作
、
愛

類
は
一
一
一
O
%
余
で
自
給
的
生
産
物
の
性
絡
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
突
態
は
支
庁
別
の
作
付
面
積
の
比
率
よ
り
、
豆
類
、
稲
作
に
誇
張
が
φ

め
る
が
、
豆
類
の
重
点
作

物
で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り
は
な
い
。

北
見
地
区
は
粗
収
入
の
最
高
は
馬
鈴
薯
の
一
一
一
三
%
、
つ
い
で
豆
類
の
一
七
%
、
養
畜
の
一
七
%
、
麦
作
の
一
O
%
、
雑
穀
七
%
、
稲
作
六
%
等
、
各
種
生
産
物

に
収
入
が
分
散
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
区
で
は
中
核
地
帯
と
し
て
の
網
走
と
限
界
地
稽
の
根
室
、
宗
谷
が
合
算
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
区
も
、
は
な
は
だ
性

絡
の
つ
か
み
に
く
い
状
態
に
お
か
れ
る
こ
と
ふ
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
与
で
も
調
査
対
象
の
町
村
は
、
網
走
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
関
係
上
、
網
迭
の
性
絡

が
あ
る
程
度
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
o
作
付
反
別
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
麦
類
の
比
率
が
最
高
で
、
馬
鈴
前
者
、
豆
類
が
こ
れ
に
続
い
て
い
る
の
が

実
態
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
作
付
回
積
に
お
い
て
地
銭
的
に
生
産
物
の
重
点
を
一
応
す
生
産
物
は
、
経
済
調
査
か
ら
見

て
、
大
体
そ
の
地
域
の
平
均
で
生
産
金
額
(
組
収
益
U

に
お
い
て
も
比
率
が
高
く
、
そ
の
生
産
物
の
商
品
化
率
も
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
札
幌
地
区
で
は
稲

作
が
、
帯
広
地
区
で
は
豆
類
が
、
北
見
地
区
で
は
馬
鈴
軍
事
が
、
生
産
高
の
割
合
は
最
大
で
あ
り
、
商
品
化
率
も
き
わ
め
て
高
い
水
準
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
事
情
は
又
ど
の
よ
う
な
内
容
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
か
。

四

各
地
区
の
農
家
の
階
層
に
よ
る
生
産
の
比
重
や
商
品
化
率
を
見
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
地
区
に
よ
っ
て
各
階
層
の
耕
作
す
る
反
別
は
異

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
か
ら
い
っ
て
、
ほ
H

A

A

官
階
岡
崎
は
同
じ
レ
ベ
ル
の
農
家
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
ず
、
水
田
の
中
心
で
あ
り
、
農
業
の
中
核
地
を
代
表
す
る
札
幌
地
区
を
見
ょ
う
。
第
5
表
に
一
訴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
平
均
し
て
「
組
収
益
」
の
五
一
%
を

占
め
る
稲
作
は
、
一
町
未
満
の
階
層
か
ら
、
一
町
以
上
二
町
未
満
の
階
層
、
-
一
町
以
上
三
町
未
満
の

E
階
層
三
町
以
上
五
町
未
満
の

E
階
層
、
五
町
以
上
の
Y
階



層
と
、
経
営
の
規
模
が
大
き
く
な
る
に
従
っ
て
、
稲
作
の
、
「
組
収
益
」
中
に
占
め
る
比
率
が
低
下
し
、
工
階
層
の
約
七
六
%
か
ら
V
階
層
の
約
三
六
%
と
減
少
し

て
い
る
。
商
品
化
率
は
第
6
表
に
示
さ
れ
る
如
く
、
ほ
M
A

階
層
の
上
昇
に
つ
れ
て
増
加
し
、
工
の
六
五
%
か
ら
E
以
上
は
七
O
%
以
上
に
達
し
て
い
る
。
生
産
額

か
ら
い
っ
て
稲
作
に
つ
ぐ
の
は
馬
鈴
薯
で
あ
る
が
、
こ
ム
で
は
逆
に
罵
鈴
馨
の
「
組
収
益
」
に
対
す
る
比
率
は
工
の
約
五
%
か
ら
、

Y
の
約
二
O
%
に
及
び
、
商

品
化
率
は
工
の
約
六
六
%
か
ら
Y
の
約
八
入
%
に
ま
で
に
達
す
る
。
こ
れ
ら
食
糧
は
階
層
の
上
昇
に
つ
れ
て
商
品
化
の
程
度
は
高
ま
っ
て
い
る
。

雑
穀
、
表
績
は
馬
鈴
薯
と
ほ
H
A

同
じ
傾
向
を
泊
り
、
養
玄
関
は
中
関
の
階
層
が
や
与
す
向
い
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
こ
の
地
区
だ
け
は
、
稲
作
は
全
生
産
物
の
重
点
で

は
あ
る
が
、
工
の
グ
ラ
ス
で
は
稲
作
の
生
産
上
の
比
重
が
最
も
高
い
に
も
か
L

わ
ら
ず
、
商
品
化
率
が
比
較
的
低
く
、
其
他
の
生
産
物
の
大
部
分
と
共
に
自
給
用

に
供
さ
れ
て
い
る
が
、
階
層
の
上
昇
に
つ
れ
て
、
一
般
に
商
品
化
の
程
度
が
進
み
、
稲
作
の
生
産
上
の
比
重
は
低
下
し
、
各
積
生
産
物
へ
と
分
散
さ
れ
て
い
る
。

特
に
直
と
Y
の
ク
ラ
ス
は
稲
作
の
比
重
が
著
し
く
低
下
し
、
多
角
化
さ
れ
た
生
産
物
の
商
品
化
の
高
い
の
が
目
だ
つ
よ
う
だ
。

稲
作
に
か
わ
り
、
豆
の
比
重
の
高
い
地
区
は
帯
広
地
区
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
与
で
も
E
、

vの
グ
ラ
ス
が
「
組
収
益
」
の
五
二
%
以
上
を
占
め
て
い
る
に
す

ぎ
ず
、

E
の
三
九
%
、
工

E
の
グ
ラ
ス
は
著
し
く
低
い
。
商
品
化
率
も
E
Y
は
八
五
%
前
後
で
あ
る
が
、
其
他
の
階
層
は
五
五

t
六
五
%
の
間
で
あ
る
。
工
、

E

の
F
ラ
ス
で
は
逆
に
、
稲
作
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
階
層
の
よ
る
に
従
っ
て
殆
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
工
、

E
の
グ
ラ
ス
は
稲
作
養
畜
、

豆
類
等
各
種
の
多
角
的
生
産
を
行
い
な
が
ら
も
、
い
ず
れ
も
自
給
的
性
格
が
つ
よ
い
の
に
対
し
、

E
V
の
グ
ラ
ス
は
豆
類
の
生
産
に
重
点
を
お
き
、
馬
鈴
薯
、
養

畜
は
そ
う
高
い
比
重
は
示
し
て
い
な
い
。

北
見
地
区
は
馬
鈴
薯
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
「
組
収
益
」
に
対
す
る
比
率
は
階
層
の
上
昇
に
伴
っ
て
、
高
く
な
っ
て
い
て
、
工
の
ク
ラ
ス
の
約
二
二
%
か
ら

Y
の
ク
ラ
ス
の
四
四
%
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
商
品
化
率
は
、
こ
れ
と
平
行
し
な
い
で
、

E
E
の
グ
ラ
ス
は
ひ
く
め
に
な
っ
て
い
渇
が
、
大
体
六
四
%
か
ら

八
七
%
に
達
し
て
い
る
。
ー
の
グ
ラ
ス
で
は
養
畜
が
生
産
上
最
も
大
き
い
比
率
を
占
め
、
・
其
他
の
階
層
は
馬
鈴
曲
者
が
最
大
で
は
あ
る
が
、

E
の
グ
ラ
ス
で
は
豆
類

が
ほ
X
馬
鈴
惑
に
近
く
、
養
畜
の
兆
霊
も
比
絞
的
高
く
、

E
Y
の
グ
ラ
ス
に
至
っ
て
、
馬
鈴
樹
君
が
重
点
的
に
な
っ
て
い
る
。

函
館
地
区
は
札
幌
地
区
と
同
様
、
稲
作
が
室
点
で
あ
る
が
、
そ
の
比
重
の
大
き
い
の
は

E
の
グ
ラ
ス
の
七
三
%
、
つ
い
で

E
の
グ
ラ
ス
は
約
六
O
%
を
示
し
て

い
る
が
、

Y
は
最
小
で
あ
り
、
工
が
こ
れ
に
つ
づ
く
。
商
品
化
率
は
生
産
の
比
重
の
長
大
で
あ
る

E
の
グ
ラ
ス
が
最
も
低
く
、
比
重
の
低
い
工
の
F
ラ
ス
が
最
大

と
な
っ
て
い
る
。
工
の
グ
ラ
ス
は
稲
作
に
ほ
X
近
い
生
産
上
の
比
重
を
も
っ
読
葉
が
叉
商
品
化
率
高
4
、
馬
鈴
薯
が
自
給
の
対
象
物
の
よ
う
だ
。
こ
の
地
区
で
は

ノ1



/六、

階
層
の
上
昇
に
と
も
な
っ
て
、
各
積
生
産
物
へ
生
産
が
分
散
し
、
多
角
経
営
を
営
ん
で
い
る
よ
う
に
み
払
え
る
。
し
か
し
稲
作
は
や
は
り
重
点
的
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
が
、
商
品
化
の
程
度
は
概
し
て
低
く
、
自
給
的
性
格
が
よ
り
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

以
上
の
地
区
別
に
見
た
重
点
的
な
生
摩
物
は
階
層
の
具
る
に
従
っ
て
相
違
し
て
い
て
、
そ
の
地
区
の
重
点
生
産
物
の
重
点
的
な
生
産
と
商
品
化
と
が
、
色
々
な

姿
で
あ
ら
わ
れ
る
の
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
階
層
の
高
い
グ
ラ
ス
に
よ
っ
て
、
ほ
V
A

重
点
生
産
物
が
生
産
さ
れ
、
商
品
化
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。
た
V
A

地
区
の
中
に
は
性
格
の
臭
っ
た
支
庁
が
包
含
さ
れ
て
い
る
の
で
、
よ
り
明
瞭
な
形
を
と
り
え
な
い
と
忠
わ
れ
る
こ
と
や
、
水
田
地

帯
と
畑
作
地
帯
が
旧
出
合
さ
れ
て
、
お
互
の
性
絡
を
弱
め
あ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
特
に
指
摘
す
る
必
要
な
こ
と
が
ら
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
こ
の
階
層
が
各
支

庁
や
地
区
に
お
け
る
平
均
的
な
階
層
で
あ
る
と
は
い
斗
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
与
で
上
層
め
高
い
商
品
化
や
下
回
明
の
生
産
物
の
自
給
的
性
絡
や
、
そ
れ
に
も
か
与

わ
ら
ず
窮
迫
阪
売
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
事
情
が
、
こ
の
な
か
か
ら
読
み
と
れ
る
。

昭
和
二
十
六
年
度
の
事
情
は
大
体
二
五
年
度
と
ほ

x近
い
事
情
に
あ
る
の
で
省
陥
す
る
が
、
二
七
年
度
以
降
は
、
各
地
区
の
階
膚
の
区
分
が
、
す
べ
て
劃
一
的

に
、
同
一
の
農
用
地
面
積
で
区
分
さ
れ
て
い
る
の
で
、
地
区
の
性
絡
を
よ
く
あ
ら
わ
す
に
は
必
ず
し
も
、
よ
り
適
切
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
諸
統
制
の
撤
廃
後
の

地
域
の
安
化
の
事
情
や
農
家
の
階
層
の
受
針
を
見
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
不
使
は
あ
る
が
二
七
年
以
降
の
農
家
経
傍
調
査
と
比
較
を
試
み
て
み
よ
う
。

五

昭
和
二
五
年
以
降
北
誕
逗
の
云
袋
作
物
の
作
付
反
則
の
増
一
訴
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
多
少
の
起
伏
を
た
ど
り
な
が
ら
、
二
八
年
に
秘
作
は
漸
堵
し
、

菜
豆
、
小
一
丘
、
ナ
タ
ネ
の
ま
周
#
た
る
増
加
以
外
は
、
大
体
に
お
い
て
停
滞
な
い
し
波
少
の
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。
戦
後
の
食
糧
第
一
主
義
か
ら
、
戦
前
の
状
態
え

の
復
帰
の
態
勢
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
、
反
収
は
馬
鈴
薯
、
ピ
1

ト
を
除
け
ば
、
凶
作
の
関
係
も
あ
っ
て
、
概
し
て
二
七
年
度
を
最
高
と
し
て
低
落

し
、
た
い
ふ
馬
鈴
輔
君
は
二
七
年
に
は
谷
を
つ
く
り
、
二
八
年
に
上
昇
し
、
ぜ
1
ト
は
年
々
増
収
の
傾
向
に
あ
る
。
主
要
作
物
の
価
格
は
、
米
の
騰
貴
の
傾
向
に
、
豆

類
も
歩
調
を
あ
わ
せ
、
変
換
、
一
般
馬
鈴
曲
者
は
二
七
年
を
境
と
し
て
低
落
に
転
じ
て
い
る
。

こ
の
問
、
昭
和
二
四
年
の
諾
類
の
統
制
撤
廃
、
そ
れ
に
引
続
く
二
六
年
の
雑
穀
の
統
制
徹
廃
が
実
施
さ
れ
、
二
七
年
の
麦
類
の
間
接
統
制
へ
の
移
行
等
の
型
動

期
を
経
過
し
て
、
二
八
年
に
は
米
の
空
知
、
上
川
の
比
重
の
減
少
、
馬
鈴
薯
の
網
走
お
よ
び
限
界
地
で
の
比
重
の
増
加
と
な
り
、
豆
類
は
特
に
十
勝
の
圧
倒
的
な



地
位
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
ピ
1

ト
、
亜
麻
の
玉
座
が
網
走
に
確
立
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
統
制
の
撤
廃
や
そ
の
緩
和
が
、
商
品
位
の
た
か
い
作

物
の
生
産
に
む
け
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
お
か
れ
た
農
家
経
s岡
田
調
査
の
二
八
年
の
内
容
を
み
よ
う
。
こ
L

で
問
題
に
な
る
の
は
、
二
七
年
度
か
ら
各
階
層
の
わ
け
か
た
が
、

二
町
以
下
、
二

1
三
町
、
一
ニ

1
五
町
.
五

t
一
O
町
、
一

O
町
以
上
と
な
っ
て
い
て
、
二
六
年
ま
で
の
各
地
区
に
お
け
る
実
態
に
そ
っ
た
階
層
と
は
形
式
が
ち
が

っ
て
い
る
こ
と
で
ゐ
る
。
縫
っ
て
二
五
年
と
の
比
較
は
簡
単
に
は
出
来
な
い
不
使
さ
は
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
的
傾
向
を
み
る
と
、
稲
作
は
各
地
区
と
も
滅
少
の

傾
向
に
あ
り
、
北
見
地
区
で
一
番
減
少
の
度
合
が
大
き
い
。
札
幌
地
区
は
水
田
の
中
核
地
帯
と
し
て
安
化
が
少
い
よ
う
モ
あ
る
が
、
麦
作
、
雑
穀
類
は
減
少
の
傾

向
に
あ
る
が
、
北
見
の
減
少
の
度
合
が
こ
与
で
s
も
大
き
い
。
一
豆
類
は
北
見
で
多
少
減
少
し
℃
い
る
が
、
帯
京
、
函
館
、
札
幌
地
区
は
増
加
し
、
帯
広
の
圧
倒
的
地

位
が
一
示
さ
れ
て
い
る
。
馬
鈴
薯
は
停
滞
ぎ
み
で
、
地
区
で
は
、
函
館
の
多
少
の
増
加
に
対
し
、
帯
広
、
北
見
で
は
減
少
し
て
い
る
が
、
北
見
の
地
位
は
高
い
。
こ

れ
ら
一
般
的
に
減
少
、
停
滞
状
態
に
対
し
J

一
般
に
比
重
の
増
し
て
い
る
の
は
、
工
芸
作
物
、
議
菜
、
養
畜
で
あ
り
、
工
芸
作
物
の
各
地
区
の
比
重
は
北
見
が
最

大
で
あ
り
、
養
畜
は
帯
広
、
北
見
の
増
加
が
著
し
い
。
ハ
ヲ
表
)

こ
れ
ら
主
要
生
産
物
の
商
品
化
を
み
る
と
、
稲
作
は
生
産
の
比
率
の
減
少
と
と
も
に
、
商
品
化
も
低
下
し
、
北
見
、
帯
広
つ
い
で
函
館
が
自
給
的
性
絡
を
よ
り

強
く
示
し
て
い
る
が
、
札
幌
だ
け
は
愛
化
は
な
い
。
表
作
は
、
函
館
以
外
は
自
給
的
性
絡
つ
よ
く
、
こ
れ
に
反
し
一
豆
類
、
雑
穀
の
商
品
化
は
む
し
ろ
高
ま
っ
て
い

る
が
、
帯
広
、
北
見
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
工
芸
作
物
は
各
地
区
と
も
商
品
化
の
た
か
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
養
畜
の
商
品
化
の
程
度
も
高
ま
り
、
各
地

区
と
も
、
生
産
の
比
率
の
如
何
に
か
L
わ
り
な
く
比
較
的
高
い
商
品
化
を
示
し
て
い
る
。

各
地
区
を
階
層
別
に
み
る
と
、
札
幌
地
区
の
稲
作
は
三
町
未
満
の
階
層
が
生
産
の
比
重
大
で
あ
る
が
、
二
五
年
度
の
三
町
未
満
、
二
町
未
満
の
階
膚
よ
り
は
一
低

く
な
っ
て
い
て
、
か
わ
り
に
養
畜
が
の
び
て
い
る
。
二
五
年
度
の
五

i
七
町
、
七
町
以
上
の
グ
ラ
ス
が
や
は
り
稲
作
第
一
な
の
に
対
し
、
二
八
年
度
の
一

O
町
以

上
で
は
養
畜
が
圧
倒
的
で
、
稲
作
は
殆
ん
ど
と
る
に
足
ら
な
い
。
二
八
年
度
は
稲
作
、
養
畜
と
も
に
商
品
化
が
た
か
ま
り
、
豆
類
、
馬
鈴
古
書
と
も
に
商
品
と
し
て

進

出

し

、

雑

製

、

安

類

は

自

給

性

を

強

め

て

い

る

。

.

帯
広
地
区
で
は
依
然
と
し
て
豆
類
の
比
重
は
大
き
い
。
二
五
年
度
と
同
様
に
五
町
以
上
及
び
一

O
町
以
上
の
農
家
に
お
い
て
は
、
そ
の
生
産
物
の
半
ば
以
上
の

比
率
を
占
め
て
お
り
、
五
町
未
満
の
農
家
に
お
い
て
も
、

h
T
L

二
五
年
よ
り
生
産
の
比
豆
が
高
官
っ
て
い
る
。
養
畜
は
特
に
コ
一
町
未
満
に
多
く
、
工
芸
作
物
は
二

一
八
三



一
八
四

町
以
上
に
普
及
し
て
い
る
。
二
町
未
満
で
は
養
畜
、
豆
類
の
商
品
化
は
高
い
が
、
五
町
以
上
で
は
豆
数
を
す
べ
て
駆
売
し
、
こ
れ
に
依
存
し
て
い
る
状
態
が
う
か

が
わ
れ
る
。

北
見
で
は
一

O
町
以
上
は
馬
鈴
薯
に
重
点
を
置
き
、
そ
の
商
品
化
は
高
く
、
二
町
未
満
で
は
養
畜
に
、
=
一
町
以
上
一

O
町
未
満
で
は
養
奮
と
馬
鈴
一
審
に
、
二
町

以
上
三
町
未
満
は
養
古
田
を
主
に
、
馬
鈴
薯
の
生
産
も
高
い
。

函
館
で
は
さ
町
未
満
の
稲
作
の
比
重
は
高
い
が
、
一

O
町
以
上
で
は
養
畜
が
重
点
で
あ
り
、
三
町
以
上
一

O
町
未
満
で
は
稲
作
と
養
畜
が
中
心
と
な
っ
て
、
馬

鈴
薯
や
読
菜
が
、
こ
れ
に
く
い
込
ん
で
い
る
。

農
家
経
，
km調
査
が
一
訴
す
戦
後
の
地
援
の
生
産
と
商
品
化
の
実
態
ゃ
、
階
層
別
の
内
容
で
、
さ
し
あ
た
り
そ
の
地
域
の
性
絡
を
推
測
す
る
よ
り
外
は
な
い
。
も
っ

と
も
こ
れ
で
も
っ
て
す
べ
て
正
確
に
内
容
を
伝
え
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
、
詳
細
な
問
題
は
と
も
か
く
と
し
て
、
主
要
農
産
物
は
大
体
に
お
い
て
主
要
地

援
に
生
産
が
集
中
さ
れ
、
そ
の
商
品
化
も
た
か
く
、
し
か
も
、
こ
の
生
産
は
階
層
的
に
見
れ
ば
上
位
の
階
層
に
よ
っ
て
集
中
的
に
生
産
、
商
品
化
さ
れ
て
い
る
事

情
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
商
品
性
の
た
か
い
農
産
物
は
戦
後
の
傾
向
と
し
て
、
次
第
に
各
地
域
に
増
加
し
な
が
ら
も
、
白
こ
れ
ま
た
、
地
域
的

に
は
中
核
地
帯
に
集
中
し
、
し
か
も
、
お
よ
そ
中
長
層
以
よ
の
農
家
群
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
る
事
情
を
う
か
い
ふ
い
え
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て

農
産
物
の
生
産
と
そ
の
商
品
化
の
地
域
的
性
格
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
自
然
的
な
制
約
を
つ
よ
く
う
け
な
が
ら
も
、
経
済
的
に
、
価
格
や
阪
売
の
条
件
に
つ
よ
く

右
左
さ
れ
て
、
こ
の
経
済
条
件
を
う
ま
く
自
然
条
件
に
マ
ッ
チ
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
が
、
各
階
層
の
農
家
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
姿
が
、
各
地
域
に
そ

の
性
絡
を
与
え
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
、
場
経
で
農
家
は
、
さ
ら
に
生
産
を
拡
大
し
、
或
は
縮
少
し
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の
主
産
地
と
し
て
の

形
成
を
確
立
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
情
を
端
的
に
示
す
農
家
の
階
層
別
の
生
産
力
の
問
題
は
す
で
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
の
で
、
こ
与
で
は
ふ
れ
な

註

い
が
、
一
般
に
上
層
に
有
利
に
作
用
し
、
阪
売
も
ま
た
有
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
一
応
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

註

農
家
経
済
調
査
の
分
析
に
基
き
「
技
術
水
準
、
技
術
的
構
成
に
お
け
る
階
層
的
、
地
域
的
差
異
は
、
:
:
:
生
産
力
水
準
に
対
応
し
て
、
下
層
貧
農
は

「
労
働
集
約
」
的
経
営
で
生
産
力
紙
く
、
階
層
の
上
る
ほ
ど
、
技
術
構
成
も
高
ま
っ
て
生
産
が
高
く
な
っ
て
ゆ
く
と
一
広
え
る
」
湯
沢
毅
・
最
近
の
北
海

道
に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
一
考
察
、
農
業
綜
合
研
究
北
海
道
農
業
特
輯
(
昭
和
主

O
年
二
月
)
司
・
以

l
叶
な
ほ
同
論
文
、
司
-
N
N
以
下
参
照
。

「
昭
和
二
五
年
度
に
お
け
る
版
売
単
価
を
主
要
作
物
に
つ
い
て
み
る
と
、
最
上
層
に
お
い
て
最
も
高
く
、
中
層
が
最
も
低
い
。
下
層
で
は
逆
に
高
ま



る
が
:
:
:
総
販
売
量
が
微
々
た
る
も
の
だ
か
ら
販
売
単
価
が
高
く
計
算
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
:
;
・
」
問
書
司
・
日
以
下
。

-'--
/¥ 

農
家
の
経
営
反
則
と
専
業
兼
業
の
調
係
を
者
支
庁
別
に
つ
い
て
み
る
と
ぬ
昭
和
二
五
年
の
セ
シ
サ
ス
に
よ
れ
ば
7
表
の
よ
う
に
一
訴
さ
れ
て
い
る
。
今
農
業
の
中

核
地
域
で
あ
る
空
知
、
上
川
は
一
ニ
町
l
主
町
が
三
O
%
以
上
を
占
め
、
一
ニ
町
l
一
O
町
は
五
O
%
を
越
え
る
実
状
に
あ
る
o
十
勝
は
一
O
町
|
二

C
町
が
三
七
%

以
よ
で
、
五
町
以
よ
は
七
三
%
以
ム
で
あ
り
、
網
走
は
五
町
l
-
O
町
が
三
三
%
、
三
町
以
上
が
五
四
%
で
あ
る
。
こ
の
階
層
は
各
地
域
と
も
専
業
が
圧
倒
的
に
多

く
、
第
二
種
兼
業
の
比
率
は
著
し
く
低
い
。
こ
れ
と
対
眠
的
な
旧
関
停
滞
地
帯
の
渡
島
、
桧
山
は
一
ニ
反
未
満
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
一
ご
八
%
、
一
一
一
一
%
に
達
し
‘
一

J
〆

z

町
以
下
は
六
六
%
、
五
九
%
と
い
う
圧
倒
的
比
率
を
占
め
て
い
る
。
こ
与
で
は
第
二
種
兼
業
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
二
町
以
ょ
に
お
い
て
は
じ
め
て
専
業
が
兼
業
以

上
の
比
率
を
占
め
る
に
歪
り
、
二
町
以
よ
の
農
家
の
比
率
は
叉
少
い
な
が
ら
固
定
的
な
約
二
割
を
占
め
て
い
る
。
限
界
地
帯
で
あ
る
根
室
は
一
O
i
二
O
町
の
農

家
が
一
ニ
O
%
を
占
め
、
専
業
の
比
率
も
高
い
に
も
か
』
わ
ら
ず
、
一
ニ
反
以
下
の
耕
地
を
も
っ
た
農
家
も
亦
一
二
%
に
達
し
、
第
二
種
兼
業
の
比
率
が
高
い
。
宗
谷

は
む
し
ろ
、
=
一
反
以
下
が
多
く
、
つ
い
で
五
l
一
O
町
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
専
業
兼
業
の
比
率
も
前
と
問
様
、
友
別
に
応
し
で
い
る
よ
う
で
あ
る
o
其
他
の
支

庁
は
大
体
こ
の
中
間
に
あ
る
こ
と
は
整
制
の
事
情
と
本
質
的
に
は
異
な
ら
な
い
。

さ
き
に
各
地
区
(
農
村
統
計
調
査
事
務
所
別
〉
ご
と
に
耕
作
反
別
に
よ
る
各
階
層
め
農
家
の
重
点
的
な
、
ま
産
物
と
商
品
化
の
実
態
を
、
農
家
経
済
調
査
に
基
い

て
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
二
五
年
と
こ
も
年
と
の
比
較
に
お
い
て
増
加
し
た
戸
数
か
ら
地
区
の
階
層
別
の
隠
係
を
み
る
と
次
の
如
く
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

稲
作
の
中
心
を
な
す
札
幌
地
区
で
は
、
農
家
の
最
大
の
層
で
あ
る
一
一
一
l
i
五
町
の
農
家
の
階
層
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
稲
作
重
点
で
あ
り
、
稲
作
の
組
収
入
に
対

す
る
割
合
は
三
町
未
満
の
階
層
に
比
駁
し
て
、
多
少
低
い
と
は
い
与
な
が
ら
、
実
面
積
は
他
の
階
層
よ
り
多
く
、
商
品
化
率
は
三
町
未
満
層
よ
り
た
か
い
。
ニ
l

三
町
の
階
層
は
一
町
未
満
の
階
層
よ
り
一
戸
数
は
若
干
少
な
い
が
、
稲
作
の
比
重
は
三
1

五
町
層
よ
り
さ
ら
に
高
く
、
商
品
化
率
も
亦
二
町
未
満
層
の
も
の
よ
り
は

高
い
。
そ
の
後
の
経
過
は
よ
り
商
品
化
の
進
展
を
示
し
て
い
る
が
、
二
七
年
に
お
け
る
農
家
一
戸
数
の
増
大
し
た
も
の
は
ニ

1
三
町
、
一
ニ
l
五
町
が
大
き
く
、
従
っ

て
全
体
と
し
て
の
稲
作
の
作
付
面
積
比
率
の
わ
ず
か
な
減
少
に
も
わ
L
わ
ら
ず
、
生
産
の
絶
対
額
は
増
大
し
、
そ
の
商
品
化
率
も
高
ま
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

事
実
、
食
糧
事
務
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
五
年
よ
り
も
二
七
年
は
生
産
数
量
は
多
く
、
生
産
数
量
に
対
す
る
出
廻
見
込
数
量
も
、
空
知
で
は
七
一
・
七
%
か
ら

一
八
五



第7表 経営広狭別農家戸数の割合 25 年
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七
二
・
五
%
に
上
川
は
六
九
・
九
%
か
ら
七
一
・
六
%
へ
と
増
大
を
示
し
て
レ
る
。
こ
の
商
品
化
の
進
展
は
、
二
l
五
町
の
農
家
増
大
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も

の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
い
は
い
へ
米
作
の
中
核
地
帯
に
お
い
て
は
米
の
生
産
と
商
品
化
は
、
こ
の
階
層
の
農
家
の
性
絡
を
つ
よ
く
反
映
し
て
い
る
も
の
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
間
二
町
未
満
層
や
五
町
以
上
の
農
家
は
減
少
の
途
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
を
つ
け
加
え
ゲ
必
要
が
あ
る
。

十
勝
を
含
む
帯
広
地
区
で
は
豆
類
章
一
点
の
生
産
と
商
品
化
は
一
O
町
以
上
層
で
あ
り
、
十
勝
で
は
五
!
一
O
町
層
に
つ
い
で
、
大
き
な
戸
数
の
比
率
を
示
し
て

い
る
。
五
!
一

C
層
は
他
の
生
産
物
に
ょ
っ
だ
く
い
こ
ま
れ
て
レ
る
と
は
い
L

な
が
ら
、
依
然
豆
類
は
生
産
と
商
品
化
率
が
高
い
。
二
七
年
は
二
五
年
と
比
較
し

て
一
O
l
ニ
O
町
層
の
戸
数
は
減
少
し
、
五
|
↓
O
町
層
が
増
大
し
、
十
勝
の
中
核
的
な
農
家
隠
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
層
は
二
五
二
七
年
の
聞
に
帯
広
地
区

の
農
家
経
路
調
査
に
よ
れ
ば
、
豆
類
の
生
産
へ
と
進
み
、
そ
の
商
品
化
も
一
段
と
た
か
く
な
っ
て
い
る
o
食
糧
事
務
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
五
二
七
年
に
お

い
て
十
勝
の
大
豆
の
生
産
は
四
二
千
町
歩
か
ら
一
ニ
七
千
町
歩
に
減
少
し
、
そ
の
出
廻
比
率
は
八
七
%
か
ら
八
五
%
に
減
じ
て
い
る
。
し
か
b
に
、
葉
立
は
一
七
千

町
か
ら
三
五
千
町
歩
に
、
出
廻
比
率
は
八
二
%
か
ら
九
二
%
へ
の
増
加
で
あ
り
、
小
豆
は
同
じ
く
約
五
千
町
歩
か
ら
一
八
千
町
歩
一
へ
、
出
廻
比
率
は
六
一
%
か
ら

九
四
%
へ
と
増
大
を
示
し
て
い
る
o
自
由
な
取
引
と
な
っ
た
豆
類
の
高
値
を
求
め
て
、
豆
類
の
生
産
が
多
分
に
投
機
的
に
、
こ
れ
ら
豆
類
生
産
の
農
家
群
に
よ
っ

て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
土
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

網
走
支
庁
の
中
核
は
昭
和
二
五
年
度
で
は
五

i
一
O
町
層
の
農
家
で
あ
り
、
一
二

i
五
町
層
は
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。
こ
与
の
主
産
物
は
馬
鈴
薯
で
あ
り
、
馬
鈴

薯
に
重
点
を
お
く
農
家
層
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
上
層
の
農
家
で
あ
り
、
大
体
下
層
で
は
馬
鈴
薯
生
産
の
比
重
は
低
下
し
て
い
る
。
商
品
化
率
も
同
様
で

あ
る
。
統
制
の
徹
廃
後
二
五
年
に
激
誠
し
た
馬
鈴
薯
作
付
面
積
も
二
六
年
に
は
再
び
増
加
し
、
二
入
年
に
減
少
し
た
と
は
い
う
も
の
L

‘
二
五
年
よ
り
約
四
千

町
歩
も
多
く
、
こ
の
関
網
走
の
主
産
地
と
し
て
の
地
位
が
か
た
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
二
五
l
二
七
年
の
時
期
に
増
加
し
た
農
家
は
三
五
町
膚
で
あ
っ
て
、
-

r'' 

農
家
層
と
し
て
は
、
上
層
の
も
の
よ
り
馬
鈴
薯
の
生
産
の
比
重
は
低
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
は
一
般
に
一
O
町
以
上
農
家
の
馬
鈴
薯
の
生
産
の
比
重
は
低
下

し
、
下
層
農
で
は
た
か
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
、
商
品
化
率
は
三

i
五
町
、
五
l
一
O
町
で
は
大
し
た
斐
化
は
な
い
が
、
一
O
町
以
上
、
一
ニ
町
未
満
層
で
は
著
し
く

高
い
程
度
の
商
品
化
率
を
示
し
て
い
る
。
食
糧
事
務
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
馬
鈴
薯
の
出
廻
率
は
二
五
年
の
約
一
O
%
と
い
う
自
給
的
性
絡
の
つ
よ
い
性
格
が
、
二

七
年
に
は
七
八
・
六
%
と
い
う
高
い
比
率
に
激
突
し
て
い
る
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
戦
前
の
殿
粉
肘
と
し
《
の
馬
鈴
薯
が
再
現
し
た
事
情
を
物
語
る
r

も
の

で
あ
ら
う
。

一
八
七



^ ^ 

渡
島
、
桧
山
を
含
む
回
開
停
滞
地
帯
で
も
二
五

i
二
七
年
に
は
二

l
一
一
一
町
、
三

l
五
町
層
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
層
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
各
一
町
歩
以

上
の
米
の
収
穫
面
積
を
も
ち
、
そ
の
な
か
ば
以
上
を
商
品
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
、
依
然
と
し
て
一
町
未
満
層
が
圧
倒
的
で
、
こ
の
地
域
の
水

稲
は
こ
れ
ら
零
細
な
農
家
に
よ
っ
て
支
配
的
に
生
産
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
与
で
は
反
別
は
停
滞
的
で
あ
る
が
、
そ
の
商
品
化
は
多
少
進
ん
で

い
る
よ
う
だ
。

あ

と

カ2

き

農
産
物
の
商
品
化
の
地
被
性
に
つ
い
て
の
北
、
海
道
の
様
相
は
大
体
以
よ
の
べ
た
よ
う
に
、
主
産
地
の
形
成

l
商
品
化
の
進
展
の
傾
向
に
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

も
と
よ
り
限
ら
れ
た
資
料
の
も
と
で
の
研
究
で
あ
る
か
ら
、
不
充
分
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
だ
も
な
い
。
し
か
も
総
括
的
な
観
察
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
個
々
の

生
産
物
は
こ
の
な
か
に
埋
没
し
て
、
明
か
な
姿
で
あ
ら
わ
れ
な
い
も
の
も
あ
り
、
ま
た
特
定
の
生
産
物
に
お
い
て
は
特
殊
な
傾
向
を
た
ど
る
も
の
も
あ
っ
て
、
こ

れ
ら
は
個
々
に
つ
い
て
の
生
産
事
情
の
具
体
的
な
究
明
な
し
に
は
そ
の
煩
肉
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
個
々
の
生
産
事
情
の
究
明
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
地
域
性
が
よ
り
明
瞭
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
個
々
の
生
産
物
の
問
題
に
つ
い
て
は
こ
L

で
は
ふ
れ
な
い
。


